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１． はじめに 
 

火口から放出される二酸化硫黄（以下 SO２）放出量の推移を見ることは，地下のマグマ活動の

推移を把握することにつながるため，各火山で COSPEC（相関スペクトロメータ）や DOAS

（Differential Optical Absorption Spectroscopy）を用いた観測が実施されている。 

桜島では，桜島火山集中総合観測の一環として SO2 放出量の観測が繰り返し行われてきた１）

－ ８ ）。それらの観測によると，1978 年～1996 年における桜島の SO2 放出量は 1400～

4900ton/day 程度であり８），これらの結果は以前の活発な噴火活動とも関連している。一方，

近の桜島の噴火活動は静穏化しており，それに伴う SO2 噴出量の減少も指摘されている９）。 

気象庁では桜島にて2007 年 5 月からDOAS法によるSO2放出量の繰り返し観測を開始した。 

観測は鹿児島地方気象台が随時実施しているものであるが，今回の集中総合観測の一環とし

ても位置づけた。 

本報告では，2007 年 5 月 23 日から 2008 年 2 月 15 日にかけて実施した観測結果について

報告する。 

 

２． 観測 
 

気象庁では 2007 年 5 月から桜島において DOAS 法による SO2 放出量の繰り返し観測を開始

し，鹿児島地方気象台が概ね週１回程度の観測を実施している。観測はセキテクノトロン株式会

社のポータブル SO2 濃度計（OES2000_T33L）を用いて，噴煙下を横切って測定するトラバース

法により実施した。観測ルートは桜島の周回道路（図１）であり，実際の走行ルートは風向きに応
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じて適宜調整した。また，観測は１測線に対し 3 往復，計 6 回実施した。観測開始前に標準濃度

セルを用いて機器校正を行うが，1 回の測定終了ごとにセルを用いたチェックを行い，調整が必

要であれば再度校正を実施した。観測データは測定用のノート PC に収録され，同時に GPS に

よる位置情報も取得している。 

なお，SO2 放出量の算出に用いる風速は鹿児島地方気象台（南岳の西南西約 11ｋｍ）が毎日

09 時に実施している高層気象観測の実況値及び数値予報による毎時の予想値を使用したが，

観測時の実際の風の状況により近いと思われる風向・風速のものを採用した。 

 

３． 風速データの検討 
 

SO2 放出量は，トラバース法による測定結果（火山ガスの SO2 濃度及び流向に垂直な断面積）

に平均風速をかけて，1 秒あたりの SO2 流量を求め，1 日あたりのトン数に換算している。このた

め，測定の精度だけではなく，風速の精度が観測結果に大きな影響を与える。ヘリコプター等に

よるトラバース法では SO2 測定と同時に上空の風速も測定できるが，地上でのトラバース法では

上空の風速を測定することはできないため，何らかの方法で風速を測定または推定しなくてはな

らない。火口縁での風の実測ができればよいが，現実として難しい場合が多く，例えば，気象庁

の場合，三宅島では山腹で風速の実測を行い，浅間山では噴煙の流れから風速の測定を行っ

ている。桜島火山では，火口に近い場所での風速の測定ができないこと及び噴煙が見えないと

きは噴煙の流れから風速を算出できないことから，高層観測の実況値及び数値予報の予想値

 

▲
南岳

1km 

 
 

図 1．DOAS 観測の観測ルート（赤線）（この地図の作成には国土地理院発行

の「25000 分の１地図画像」を使用した） 
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を使用した。 

高層観測の実況値を使用する場合，観測点が火山の近くになくてはならない。鹿児島地方気

象台の高層観測は桜島火山から比較的近い場所で実施しているため，SO2 放出量の算出に利

用することができた。ただし，高層観測が実施されるのは 09 時と 21 時であり，風速は 09 時のデ

ータを使用することになる。そのため，実況が大きく変わるようなときは観測時における風速との

誤差が大きくなる問題がある。また，数値予報による予測値は毎正時の値が計算されているため，

観測時間に近い正時のデータを使用することができるものの，あくまでも予想値であるため，予

想以上に気象場の変化があると誤差が大きくなる問題がある。なお，数値予報による予想値は

当初，RSM(領域モデル)を使用していたが，2007年12月からはMSM(メソモデル)に切り替えた。

２つのモデルの計算格子間隔は，RSM が 20km メッシュ，MSM が 5km メッシュであり，MSM の方

がより精度の高い予想ができる。また，計算間隔についても RMS が 00UTC 及び 12UTC の初期

値について予想時間は 3 時間毎（51 時間先まで）に行われているのに対し，MSM は 00UTC か

ら３時間毎の初期値に対して，予想時刻は毎時間（15 時間先まで）であるため，MSM の風デー

タを使用すれば，午後の観測については，12 時を初期値とする予想値を使用することができ，よ

り確度の高い風速データが利用可能である。 

SO2 放出量を算出するために使用する風速データについては，まだ決定的なものが見つか

っていない。より精度の高い SO2 放出量を算出するためには，風速データについては検討を重

ねていく必要がある。 

 

３． 観測結果 
  

期間中に得られた SO2 放出量を図 2 の 下段に示す。SO2 放出量は計 6 回の観測結果を平

均したものとし， 大値と 小値をエラーバーで示している。なお，６回の観測結果のうちGPSに

よる位置情報が欠けていたものやその他データに異常が見られるものについては除外した。 

期間中の SO2 放出量は 350ton/day～3800ton/day であった。観測を開始した 2006 年５月は

1200ton/day であったが，その後 2007 年７月から 9 月にかけては 350～900ton/day であった。

2007 年 10 月以降の SO2 放出量はやや増加しており，1000ton/day 前後で経過した。2008 年 2

月 3 日に発生した昭和火口の噴火活動期間中に実施した観測（2 月 4 日，5 日）では，それぞれ

2600ton/day，3800ton/dayとそれまでの観測結果と比べてSO2放出量は増加していた。しかし，

噴火終了後の 2 月 7 日の観測で SO2 放出量は 1200ton/day と減少しており，さらに 13 日と 15

日に実施した観測では 780ton/day 及び 550ton/day と 2007 年 9 月以前と同程度の SO2 放出量

に減少していた。 
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３． SO2 放出量の推移と火山活動 
 

過去の集中総合観測で実施された観測による SO2放出量は，1978 年から 1995 年にかけては

例外的に少ない例を除けば概ね 1400～2800ton/day，1996 年の観測では 4900ton/day という

結果が得られている８）。1996 年の結果は観測開始以降 も大きな値であり，今回の観測期間中

に得られた値よりも大きい。今回の観測結果は 2008 年 2 月初旬の結果を除いて 1400ton/day

以下で推移しており，これまでの観測結果よりも低い値である。今回の観測期間中は，昭和火口

での噴火活動があったものの，山頂での爆発は極めて少なく，過去の観測時と比べると桜島の

活動自体は静穏であると言える。今回得られた結果は 近の桜島の活動状況を反映したものと

考えられる。なお，2008 年 2 月初旬の観測値は後述する昭和火口の噴火に関連するものと考え

 
 

最大値 

平均値 

最小値 

◆ 

 

図 2．DOAS 観測による SO2 放出量と地震・微動回数 
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られる。 

2007 年 7 月から 2008 年 1 月の SO2 放出量を見ると，2007 年 10 月頃からやや増加の傾向が

認められる。図 2 に示した火山性地震及び火山性微動の発生回数を見ると，ほぼ同時期から増

加しており，地下活動がやや活発化したことにより SO2 放出量も増加していた可能性がある。 

 2008 年 2 月 3 日に約半年ぶりに昭和火口で噴火が発生し，6 日まで継続した。噴火中の 4

日と 5 日に実施した観測では 2600ton/day 及び 3800ton/day という結果が得られており，噴火

により SO2 放出量が増加したと考えられる。なお，昭和火口の噴火が発生している中での観測で

あったこともあり，火山灰等の影響も受けていると考えられその誤差を多分に含んでいる可能性

も否定はできない。 

昭和火口の噴火終了後の 2 月 7 日に実施した観測での SO2 放出量は 1200ton/day であった

が，13 日及び 15 日には 780ton/day 及び 550ton/day と減少している。７日以降は昭和火口か

ら噴出される噴煙は白色でごく少量であり，まったく噴煙の噴出が認められない時間帯もあった。

噴火の沈静化に伴い SO2 放出量も減少したものと考えられる。 

 

６． まとめ 
 

2007 年 5 月から実施した桜島における SO2 放出量の繰り返し観測によって以下のことがわか

った。 

１） 桜島の SO2 放出量は昭和火口での噴火期間を除き 1400ton/day 以下であり，過去の観測と

比較して少ない状態である。 

２） SO2 放出量は 2007 年 9 月頃までは 500ton/day 程度で推移していたが，2007 年 10 月頃か

ら 1000ton/day 程度に増加した。 

３） 昭和火口の噴火に伴い SO2 放出量は 2600～3800ton/day と急激に増加した。 

４） 昭和火口の噴火終了後は 550～780ton/day と 2007 年 9 月以前と同程度の放出量に減少し

た。 

今回の観測で火山活動に対応すると思われる SO2 放出量の変化が認められた。今後も観測

を継続して SO2 放出量の変化を監視していくことが必要である。 
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